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２００８～２００９年度ＲＩテーマ

会　　長 ： 太 田　 忍　 　幹　　事 ： 吉田康一郎
副 会 長 ： 柳田　光寛　 　会報委員長 ： 中武　幹雄
会　　計 ： 宮内　文功
事 務 局 ： 吉野由里子
　　　　 　宮崎市佐土原町下田島 11703-18
　　　　　 TEL：0985-62-7833　FAX：0985-62-7877
例 会 日 ： 毎週水曜日
例 会 場 ： ハイビスカス　ゴルフクラブ
　　　　　 　TEL：0985-73-0109

2 月 11 日（水）・・・祭日特別休会
2月 18 日（水）・・・ゲスト卓話
2月 25 日（水）・・・特別休会

１．点　　　　　　　鐘
２．ロータリーソング
　　「奉 仕 の 理 想」
３．四つのテスト「濱田松太郎君」
４．会　長　の　時　間
５．ハッピー BOX 披露

６．幹　 事　 報 　告
７．出　 席　 報　 告
８．委　員　会　報　告
９．宝 塔 山 植 樹 祭
10．点　　　　　　　鐘

 本日のプログラム

【ロータリー理解推進月間】

第1056回の記録　  平成 21 年 1 月 28 日第1057回　  平成 21 年 2 月 4 日（水）

佐土原ロータリー月間テーマ

SADOWARA ROTARY CLUB WEEKLY REPORT

　本日は１０５６回の例会です。
　１月もあっという間に最後の例会となりました。又本日
は夜７時より私の事務所にて夜間例会をいたします。是非
担当の方は出席お願いします。
　今日の話は皆さん聞かれたりされているかも分かりませ
んが格言をいくつかご紹介いたします。

　　　　　　　『人生は七十才より』

七十才にてお迎えがあるときは　今留守と言へ
八十才にてお迎えがあるときは　まだまだ早いと言へ
九十才にてお迎えがあるときは　そう急がずともよいと言
へ
百才にてお迎えがあるときは　時機を見てこちらからボツ
ボツ行くと言へ

　　　　　　　『つまづいた　おかげで』

つまづいたり　ころんだりしたおかげで
物事を深く考えるようになりました
あやまちや失敗をくり返したおかげで少しずつだが
人のやることを暖かい眼で見られるようになりました
何回も追いつめられたおかげで
人間としての自分の弱さとだらしなさを
いやというほど知りました
だまされたり　裏切られたりしたおかげで
馬鹿正直で　親切な人間の暖かさを知りました
そして　身近な人の死に逢うたびに
人のいのちのはかなさを　いまここに・・・
生きていることの尊さを骨身にしみて味わいました
人のいのちの尊さを骨身にしみて
味わったおかげで人のいのちを
ほんとうに大切にするほんものの人間に
裸で逢うことができました
一人のほんものの人間にめぐり逢えたおかげで
それが縁となり　次々に沢山のよい人たちに
めぐり逢うことができました
だからわたしのまわりにいる人たちは
みんなよい人ばかりなんです
人間だもの・・・

会長 の 時 間 　　太田　忍 会長

※例会変更～無し
※２月４日に行います「宝塔山植樹例会」の案内
　を致します。佐土原高校より９名の生徒さんが
　参加してくれる事になりました。重永副市長も
　お越しになります。宮崎日日新聞社より取材も
　入りますので１００%出席でお願い致します。

　○１２：３０集合～植樹祭１３；３０～１時間
　　程度の予定をしております。

幹事 報 告 吉田　康一郎 君



　出席状況　第 1051 回
　　　平成 20 年 12 月 17 日 ( 水 )

会　 員 　数　　　24 名
　　　　　　　 (内免除 2名 )
出 席 者 数　　　20 名
欠 席 者 数　 　  4 名
出 　席　 率　　　90.0 ％
メークアップ　 　　0名
修正出席率 　 　90.0 ％

　　四つのテスト
　「言行はこれに照らしてから」

１．真実かどうか

２．みんなに公平か

３．好意と友情を深めるか

４．みんなのためになるかどうか

SADOWARA ROTARY CLUB WEEKLY REPORT

例会中は携帯電話の電源を切るか
マナーモードにして下さい・・・MEMO

委員 会 報 告
○　　　　　　　　　　　　　　柳田　光寛 君
　 「新世代フォーラム」当日会場設営手伝いを書く
各クラブより 3名出さなければなりません後 2名協
力をお願いします。という事で中武幹雄君・藤堂孝
一君の参加協力が決まりました。
○　　　　　　　　　　　　　　日高　邦孝 君

 　「第68回歯車会ゴルフコンペ」組み合わせが届き
ました。参加１８名中当クラブより７名参加いたし
ます。
○　米山委員長　　　　　　　　岩切　正司 君

　四大奉仕に基づく諸活動に関するロータリーの方針
　決議 23-34 が存亡の危機にあります。
　しかし、この決議を改正または廃止しようという動きは昨今起こったものではなく、1984年に一旦
手続要覧から抹消されたものの日本からの働きかけによって復活したという経緯があります。
　なぜこの決議を廃止したいのかという幾つかの理由が考えられます。
　まず考えられるのは、第 1条に「この哲学は奉仕－Service above self－の哲学であり、He profi
ts most who serves best という実践倫理の原理に基づくものである」と定めていることです。
　RIを始め欧米系ロータリアンの思考の中にはロータリー運動の中核は職業奉仕であるという考えは
なく、NPO 乃至はボランティア組織であると認識している人が大部分を占めています。従ってモット
ーは Service above self だけで十分であり Heprofits most who serves best は不必要な存在です。
　さらに He profits most who serves best に関しては、アメリカの一部のリベラリストから He が
性限定用語であるという理由で削除しようという動きがでています。そこで極論として、これらのモ
ットーを定義している唯一のドキュメントが決議 23-34 であることから、いっそのことこの決議全体
を廃止しようという流れが強まっているということです。　　　　　　　　　　　　「続き次週掲載」

披ハ ッ ピ ー Ｂ Ｏ Ｘ 露
※　正岡文郁君～ 73 回目の誕生日（1月 21 日）
　お祝い有難うございました。今後ともどうぞ
　よろしくお願い致します。
※　正岡文郁君～本日で 73 歳になりました。
　もうしばらくはこの世におりたいものです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　「財団へ」
※　岩切正司君～サービスを奉仕と訳するので
　はなくお布施と訳したほうが分かりやすいと
　 「ロータリーの友」に書いてありました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　「米山へ」
※　垂水敏雄君～　　　　　　　　　「米山へ」

※太田　忍 君　　※吉田　康一郎 君
※中武　幹雄 君　※林　　厚雄 君
※藤堂　孝一 君　※濱田　松太郎 君

★上半期１００％出席者表彰★
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